
 

 
                   

 

 
 
 

習志野市 

イメージキャラクター 
 

ナラシド♪ 

2019(平成31)年３月20日(水） 第１回習志野市旧庁舎跡地活用検討委員会   
習志野市 政策経営部 資産管理室 資産管理課 

資料１ 



習志野市 委員会の役割 
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 習志野市旧庁舎跡地について、将来にわたる持続可能なまちづ
くりに資する財源化を前提とした有効活用について検討。 

 次に掲げる事項について調査、検討し、その結果を市長に報告。 
（１）有効活用に係る基本的理念に関すること 
（２）基本的理念に応じた活用方法に関すること 

ゴール（目的達成） 

スタート（設置目的） 

将来にわたる持続可能な 
まちづくりに資する財源化 

 収入の確保（売却、貸付等） 

 支出の削減 



習志野市 スケジュール（想定） 

  

 
  

 

2018
年度 

2019年度 2020年度 
 

2021年度 2022
年度 

検討委員会 

１期解体(旧本庁舎、旧市民課棟) 

擁壁設計 ２期解体・擁壁工事 

事業者募集・決定 

跡
地
活
用 
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検討委員会での検討期間 概ね１年を想定 

第１回 2019年３月20日 検討の方向性及び対象物件の確認 

第２回 2019年５月想定 基本的理念及び活用方法の検討 

第３回 2019年８月想定 基本的理念及び活用方法の検討 

第４回 2019年11月想定 基本的理念及び活用方法の検討、とりまとめ案の検討 

第５回 2020年１月想定 とりまとめ案の検討 

第６回 2020年３月想定 とりまとめ 

※事務局としての想定であり、委員会の検討状況に応じて柔軟に対応。 

市における検討 

※現時点での想定。２期解体は土木詰所等。 



習志野市 検討の視点 
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老朽化した公共施設の再生（施設総量の減少、施設の複合化等）の
実施 

未利用となる跡地（土地、建物）が発生 

【市の方針（習志野市公共施設再生計画）】 
①原則売却や貸付による財源化 
②地域が便利になり、エリアの価値を高める利用の仕方を十分検討し  
 できるだけ民間活力の導入により有効活用 

旧庁舎跡地の活用検討にあたっても、この方針の下で検討。 
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習志野市 

習志野市が公共施設再生に 
 取り組む背景 



将来世代へ負担を残さない 習志野市 
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１９４９年生まれ（現６９歳） － 約２７０万人 

１９７３年生まれ（現４５歳） － 約２１０万人 

２０１７年生まれ（現   １歳） － 約  ９０万人 

７０年前に比べ約 １/３、４５年前に比べ約 １/２以下。 

生まれてきた子どもの数。 
 

今の社会のサイズは、人口ピーク基準。 

今後の人口減少社会では、少し大きいサイズ。 

公共施設は暮らしを便利にしますが、人が減る時代、 

一人あたりの負担は増えていきます。 

目指すは、子どもたちが大人になった時、“ちょうどいい”まち。 

習志野市は全国に先駆け、 

この課題に本気で取り組んでいます。 



習志野市 
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出典 国土交通省 

日本の人口（1000年） 

今から30年後 
人口が 

ピーク時よりも 
25％減少 



日本の人口（100年） 習志野市 
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習志野市の人口（全体） 

168,033人 

32,198人 

市制施行後、約６０年で 
約５倍の増加 

昭和４０年後半から５０年代 
袖ヶ浦、秋津、香澄 

芝園、茜浜の埋立による増加 

人 

ピーク 平成３１年 
173,628人 

平成４８年は 
平成２５年とほぼ同じに 

人 

過去（実績） 未来（予測） 

習志野市 

8 平成27年度実施の人口推計より 



１．スケジュール 習志野市の人口（年齢区分） 

１３.８％ 

６５.３％ 

２０.９％ 

１０.４％ 

６２.３％ 

２７.３％ 

H２５ H４８ 

３４,５９９人 

１０７,９５６人 

２２,８４４人 

４４,８５６人 

１０２,５５０人 

１７,０８６人 

人 
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習志野市 

平成27年度実施の人口推計より 



習志野市の社会保障費（扶助費）の状況 習志野市 
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千円 124億円 

49億円 

10年で2.5倍に
増加 



公共施設の状況 習志野市 
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習志野市の公共施設 
（学校、幼稚園、保育所、図書館、公民館、福祉センターなど） 

      123施設 このうち約80％が築30年以上と老朽化が進行 

すべての施設を今の規模のまま建て替えるとすると、25年間で965億円必要。 

ただし、これは建て替えの費用のみ。 
建築後、建物の寿命を迎えるまでの維持管理費用は、 

一般的に建て替え費用の約５倍。 

施設だけでなく、福祉や教育、健康など市民サービスの提供には予算が必要。 
すべての施設の建替は不可能。 

建設費用 + 維持管理費用 建物に要する 
費用 

建設費用の約５倍→建てた後、将来にわたり発生 



公共施設再生の基本方針 習志野市 

12 平成25年３月習志野市公共施設再生計画ーデータ編ー 

2017(平成29)年４月30日 
新庁舎竣工 

123施設 

原則として新たな建物は建設しない。 
 ●建物総量の圧縮（複合化、多機能化） 
 ●新しい財源の創出 
 ●建物を長持ちさせる工夫 

市全域
で実施 


